
平安の昔から、
「昔の人」の懐かしい思い出を
呼びおこすとされた橘の花の香り。
その橘を最も好んだ「時の鳥（ホトトギス）」。

「CHRONOS 時の鳥」は、
ギリシア神話の「時の神」クロノスを頭上に戴き、

「時」の大空をはばたく鳥を
イメージしています。
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巻頭エッセイ

納
言
を
得
て
、『
枕
草
子
』
執
筆
に
つ
な
ぐ
。

　

和
歌
の
家
に
生
ま
れ
て
父
に
漢
文
を
学
ん
だ
作
者
、
そ
の
文
才

を
後
宮
で
発
揮
さ
せ
た
后
、
そ
の
背
後
に
あ
る
関
白
と
い
う
組
み

合
わ
せ
は
、︿
清
少
納
言
・
定
子
・
道
隆
﹀
あ
る
い
は
︿
紫
式
部
・

彰
子
・
道
長
﹀に
対
応
す
る
。『
枕
草
子
』が
定
子
周
辺
に
軸
足
を
置

き
、漢
詩
文
の
表
層
的
な
享
受
に
終
始
し
た
の
に
対
し
て
、『
源
氏

物
語
』は
史
書
を
通
し
て
人
間
の
本
質
に
踏
み
込
ん
だ
深
さ
ゆ
え

に
道
長
や
中
宮
彰
子
の
権
力
下
に
安
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
女
房
名
で
あ
る
紫
式
部
の
名
を
冠
す
る
も
の
に
、
家

集
『
紫
式
部
集
』
と
『
紫
式
部
日
記
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
紫

式
部
集
』
は
和
歌
の
数
や
配
置
が
異
な
る
三
系
統
が
存
し
（
久
保

田
孝
夫
・
廣
田
收
・
横
井
孝
編
著
『
紫
式
部
集
大
成
』
二
〇
〇
八

年
、
笠
間
書
院
）、『
紫
式
部
日
記
』
も
後
半
の
消
息
文
や
断
片
的

な
記
事
と
の
関
係
が
不
明
で
成
立
状
況
が
確
定
で
き
な
い
。
彰
子

の
出
産
記
事
の
記
録
と
い
う
「
女
房
日
記
」
に
私
的
な
記
事
が
混

入
し
た
と
と
ら
え
が
ち
で
あ
る
が
、「
献
上
本
」
成
立
後
作
成
さ
れ

た
「
私
家
本
」
が
現
存
の
『
紫
式
部
日
記
』
で
あ
る
（
山
本
淳
子

『
紫
式
部
日
記
と
王
朝
貴
族
社
会
』
二
〇
一
六
年
、和
泉
書
院
）
と

い
う
説
が
あ
る
。
一
方
、
私
的
な
記
事
こ
そ
が
女
性
の
手
に
な
る

「
家
の
記
」（
久
保
朝
孝
『
紫
式
部
日
記
論
』
二
〇
二
〇
年
、
武
蔵

野
書
院
）
だ
と
認
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
逃
せ
な
い
。

　

そ
の
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
宴
席
で
左さ
え
も
ん
の
か
み

衛
門
督
（
藤
原
公
任
）

か
ら
物
語
の
登
場
人
物
「
若
紫
（
も
し
く
は
紫
の
上
）」
に
比
定
さ

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
草
子
が
彰
子
の
も
と
で
作
ら
れ
た
こ
と
、
局

に
あ
っ
た
草
稿
が
盗
難
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
皇
子
誕

生
の
記
録
と
同
様
に
公
務
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
記
』
所
収
の
「
消
息
文
」
に
は
、
有
名
な
女
性
評
が
あ
る
。

彰
子
の
後
宮
で
日
常
の
宮
仕
え
を
と
も
に
す
る
同
僚
の
女
房
た
ち

の
容
貌
や
性
格
な
ど
人
間
味
の
あ
る
批
評
が
書
か
れ
た
後
に
、
仕

切
り
直
し
た
よ
う
に
和
泉
式
部
、
赤
染
衛
門
、
清
少
納
言
を
対
象

に
文
学
評
が
展
開
さ
れ
る
。
手
紙
も
交
わ
す
と
い
う
彰
子
付
き
の

和
泉
式
部
、
倫
子
（
道
長
の
正
室
）
付
き
で
あ
っ
た
年
長
の
赤
染

衛
門
、
皇
后
定
子
の
女
房
で
あ
っ
た
清
少
納
言
と
、
身
近
な
存
在

か
ら
遠
く
へ
と
対
象
を
ず
ら
し
て
ゆ
く
。
と
も
に
日
記
か
ら
も
歌

集
か
ら
も
交
流
が
確
認
で
き
な
い
が
、
一
見
批
判
し
て
い
る
よ
う

で
実
は
歌
才
に
一
目
置
か
れ
て
い
る
和
泉
式
部
、
褒
め
て
は
い
る

が
屈
折
し
た
思
い
を
抱
か
れ
て
い
る
赤
染
衛
門
（
増
田
繁
夫
『
評

伝
紫
式
部
』
二
〇
一
四
年
、
和
泉
書
院
）、
清
少
納
言
も
含
め
て
い

ず
れ
も
和
歌
や
漢
文
の
知
識
に
批
評
を
加
え
て
い
る
。
清
少
納
言

の
批
判
の
対
象
が
『
枕
草
子
』
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
和
歌

を
批
評
さ
れ
た
二
人
も
散
文
の
『
和
泉
式
部
日
記
』、『
栄
花
物
語
』

の
成
立
に
関
与
し
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

和
泉
式
部
は
、
彰
子
の
敦
成
親
王
（
後
の
後
一
条
天
皇
）
出
産

（
寛
弘
五
年
︿
一
〇
〇
八
年
﹀
九
月
十
一
日
）
の
直
前
に
、
東
宮

（
の
ち
の
三
条
天
皇
）
の
弟
宮
二
人
と
相
次
い
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

を
起
こ
し
、
寛
弘
四
年
に
薨こ
う
き
ょ去
し
た
弟
の
敦
道
親
王
と
の
顛
末
を

『
和
泉
式
部
日
記
』に
ま
と
め
た
。自
身
が
宮
邸
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、

北
の
方
が
姉
の
東
宮
妃
娍
子
せ
い
し

の
勧
め
で
宮
邸
を
退
去
す
る
と
こ
ろ

ま
で
を
描
く
、
家
集
と
日
記
の
間
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
歴
史

物
語
『
栄
花
物
語
』
の
作
者
に
は
赤
染
衛
門
が
最
有
力
視
さ
れ
て

　
『
源
氏
物
語
』の
執
筆
と
流
布
に
は
二
つ
の
家
の
流
れ
が
関
与
し

て
い
る
。

　

作
者
と
言
わ
れ
る
紫
式
部
の
家
系
は
、
曾
祖
父
で
百
人
一
首
の

三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
藤
原
兼
輔
以
来
、
歌
詠
み
と
し
て
高

名
で
あ
り
、
加
え
て
父
の
為
時
は
漢
詩
も
よ
く
し
た
。
ま
た
母
方

の
外
祖
父
為
信
の
周
辺
も
和
歌
に
た
け
、
縁
戚
を
た
ど
る
と
『
蜻

蛉
日
記
』
の
作
者
も
い
る
、
そ
の
よ
う
な
文
学
環
境
に
あ
っ
た
。

　

で
は
、
流
布
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
紫
式
部
が
仕
え
た
中
宮
彰

子
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
父
藤
原
道
長
の
力
が
大
き
い
。

　

道
長
の
祖
先
の
家
系
を
た
ど
る
と
、
藤
原
忠
平
の
子
息
た
ち
は

小
野
宮
家
（
実
頼
）、
九
条
家
（
師も
ろ
す
け輔

）、
小
一
条
家
（
師も
ろ
た
だ尹

）
の

三
流
に
別
れ
、
道
長
は
九
条
家
師
輔
の
孫
に
あ
た
る
。
忠
平
は

『
貞
信
公
記
』
を
、
実
頼
は
『
清
慎
公
記
』
を
、
師
輔
は
『
九
暦
』

を
残
す
な
ど
儀
式
を
中
心
と
し
た
記
録
に
こ
だ
わ
っ
た
家
系
で
あ

り
、
師
輔
は
西
宮
左
大
臣
源
高
明
の
『
西
宮
記
』
を
取
り
込
ん
で

『
九
条
年
中
行
事
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
（
山
中
裕
『
平
安
時
代
の

古
記
録
と
貴
族
文
化
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）。
さ
ら
に

兼
家
の
権
妻
（
妾
）
の
一
人
は
『
蜻
蛉
日
記
』
を
書
き
、
師
輔
の

子
で
出
家
し
て
多と
う
の
み
ね

武
峯
に
入
っ
た
高
光
の
和
歌
を
中
心
に
ま
と
め

た
『
多
武
峯
少
将
物
語
』（「
高
光
日
記
」
と
も
）
も
周
辺
で
編
纂

さ
れ
る
な
ど
、
文
学
へ
の
接
近
も
な
さ
れ
て
い
た
。
兼
家
の
嫡
子

道
隆
は
娘
の
一
条
天
皇
中
宮
（
後
に
皇
后
）
定
子
の
後
宮
に
清
少

『
源
氏
物
語
』
と
そ
の
周
辺

野
村
倫
子
　
本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

い
る
。
紫
式
部
が
こ
の
三
人
を
挙
げ
た
の
は
、
勿
論
和
歌
や
漢
文

を
中
心
と
し
た
文
学
方
面
で
の
知
識
や
才
能
が
高
名
で
あ
っ
た
こ

と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
が
、
随
筆
、
日
記
、
仮
名
に
よ
る
歴
史
物
語

な
ど
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
散
文
の
創
作
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
、
長

編
物
語
の
作
者
紫
式
部
が
反
応
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

し
か
し
、
中
宮
定
子
賛
美
を
中
心
に
し
た
『
枕
草
子
』、
道
長
賛

美
を
主
題
に
し
た
『
栄
花
物
語
』
な
ど
「
女
房
」
の
手
に
よ
る
主

家
賛
美
と
、
和
泉
式
部
の
恋
愛
の
顛
末
を
同
一
平
面
上
で
捉
え
て

よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
東
宮
の
弟
宮
敦
道
親
王
や
、
東

宮
妃
娍
子
の
妹
、北
の
方
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
『
和
泉
式
部
日
記
』

は
、
裏
面
か
ら
道
長
賛
美
に
与く
み

し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
彰
子
か
ら
敦
成
親
王
が
誕
生
し
た
後
の
道
長
が
警
戒
す
る
の

は
、
故
皇
后
定
子
の
遺
児
で
あ
る
第
一
皇
子
敦
康
親
王
よ
り
も
、

四
人
の
男
宮
を
も
つ
東
宮
で
あ
ろ
う
。
東
宮
に
は
道
長
の
異
母
妹

綏す
い
し子

、道
隆
の
二
女
原
子
と
九
条
家
出
身
の
妃
が
二
人
も
い
た
が
、

と
も
に
早
世
し
、
六
人
の
皇
子
女
に
恵
ま
れ
た
小
一
条
家
の
娍
子

一
人
が
後
宮
を
独
占
し
て
い
る
。
和
泉
式
部
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を

起
こ
し
た
相
手
は
東
宮
の
弟
た
ち
で
あ
り
、
追
い
出
さ
れ
た
北
の

方
は
娍
子
の
妹
で
あ
る
。
主
家
一
族
の
栄
光
を
語
る
作
品
を
広
め

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
相
手
方
の
瑕か
き
ん瑾

を
喧
伝
す
る
作
品
の
流

布
を
容
認
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

に
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
の
周
辺
で
新
し
い
形
の
散
文
作
品
が
生

ま
れ
て
は
喧
伝
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
の
が
三
人
に
対
す
る

文
学
批
評
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
穿う
が

ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
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過
去
に

開
か
れ
た

窓
20世紀イランにおける女性の権利拡大運動をめぐって
ーセディーゲ・ドウラトアーバーディーの生涯から－

杉山 隆一
本学文学部歴史学科准教授

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
後
期
の
一
九
六
三
年
に
開

始
さ
れ
た
白
色
革
命
な
ら
び
に
一
九
七
九
年

の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
後
に
精
力
的
に
展
開
さ

れ
、
女
性
の
識
字
率
は
著
し
い
向
上
を
見

た
。
他
方
、
西
欧
の
思
想
・
学
問
に
基
づ
い

た
女
性
の
権
利
拡
大
の
主
張
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
価
値
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
女

性
運
動
の
中
に
宗
教
か
世
俗
か
と
い
う
二
項

対
立
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。実
際
、

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
期
に
は
セ
デ
ィ
ー
ゲ
と
は

逆
に
宗
教
的
価
値
を
重
ん
じ
る
形
で
の
女
性

の
社
会
進
出
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
す
る

勢
力
も
現
れ
る
。
セ
デ
ィ
ー
ゲ
の
活
動
は
女

性
の
覚
醒
を
促
し
た
点
で
価
値
あ
る
も
の
と

言
え
る
が
、
他
方
で
女
性
運
動
に
お
け
る
宗

教
・
世
俗
の
価
値
観
の
対
立
を
招
く
も
の
と

も
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ラ
ン
の
女
性
運

動
は
現
在
に
至
る
ま
で
長
く
に
渡
り
混
迷
し

た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

早
く
か
ら
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

一
九
〇
二
年
、
二
〇
歳
の
時
に
彼
女
は
結

婚
す
る
。
こ
の
結
婚
は
当
時
よ
く
見
ら
れ
た

家
族
の
希
望
に
よ
る
強
制
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
、
彼
女
が
女
性
解
放
へ
の
意
識

を
強
め
る
契
機
に
な
っ
た
と
の
指
摘
が
あ

る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
経
っ
た
一
九
一
七

年
か
ら
、
彼
女
は
女
性
の
権
利
拡
大
を
目
指

し
た
活
動
を
実
行
に
移
す
。
ま
ず
は
同
年
と

そ
の
翌
年
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
最
初
の
女
子

学
校
二
校
を
立
て
続
け
に
開
校
す
る
。
さ
ら

に
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
女
性
組
合
な
る
組
織

の
結
成
、婦
人
向
け
雑
誌
『
女
性
の
声
』
の
発

行
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
た
。
し

か
し
、『
女
性
の
声
』
に
て
主
張
し
た
ヴ
ェ
ー

ル
批
判
、
加
え
て
当
時
の
慣
習
に
反
し
た
女

子
教
育
の
推
進
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
規
範
に

そ
む
く
も
の
と
解
さ
れ
、
伝
統
を
重
視
す
る

風
潮
が
強
か
っ
た
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
お
い

て
は
、
特
に
保
守
層
か
ら
強
い
攻
撃
の
対
象

と
な
っ
た
。
結
果
、
彼
女
が
設
立
し
た
学
校

は
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動

は
即
座
に
袋
小
路
に
陥
る
。
教
育
に
関
し
て

は
、自
身
の
兄
の
ヤ
フ
ヤ
ー
（
一
八
六
三
―

一
九
三
九
）
が
進
め
た
「
新
方
式
学
校
」
と

呼
ば
れ
る
西
欧
的
な
教
育
方
式
の
イ
ラ
ン
へ

の
導
入
活
動
が
、
彼
女
に
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

た
、先
述
の
雑
誌
『
女
性
の
声
』
で
は
、家
事

や
育
児
な
ど
の
記
事
を
掲
載
す
る
と
共
に
、

ヴ
ェ
ー
ル
、
一
夫
多
妻
制
、
児
童
婚
と
い
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
慣
行
に
対
し
て
も
批
判

の
声
を
上
げ
て
い
っ
た
。
彼
女
は
実
際
に
留

学
か
ら
の
帰
国
後
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
生
涯
着
用

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、レ
ザ
ー
・

シ
ャ
ー
の
女
性
政
策
は
社
会
の
近
代
化
・
西

欧
化
の
進
展
を
内
外
に
誇
示
す
る
だ
け
の
表

面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
事
実
、
女
性
団
体
の
活
動

に
は
制
限
を
加
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
状
況
の
下
で
、セ
デ
ィ
ー
ゲ
と
し
て
は
、

国
家
が
掲
げ
た
「
よ
き
妻
、母
」
と
い
う
理
想

の
女
性
像
の
育
成
へ
の
協
力
が
女
性
の
地
位

改
善
に
結
び
付
く
と
考
え
、
自
身
が
フ
ラ
ン

ス
で
修
得
し
た
家
政
学
、
衛
生
学
な
ど
の
知

識
を
動
員
し
て
の
女
性
教
育
や
、
女
性
の
権

利
向
上
に
関
す
る
情
報
や
知
識
の
発
信
に
邁

進
し
た
の
で
あ
っ
た
。一
方
で
、彼
女
は
国
家

の
政
策
す
べ
て
に
無
条
件
に
迎
合
し
て
い
た

訳
で
は
な
く
、政
治
や
外
交
に
関
し
て
は『
女

性
の
声
』の
誌
上
で
批
判
を
行
い
、時
に
は
政

府
と
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

セ
デ
ィ
ー
ゲ
は
一
九
六
一
年
に
七
九
歳
で

死
去
す
る
。彼
女
の
活
動
は
、二
〇
世
紀
の
イ

ラ
ン
に
お
け
る
女
性
の
権
利
拡
大
・
解
放
運

動
の
素
地
を
形
成
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。実
際
に
女
性
へ
の
識
字
活
動
は
、

必
要
性
や
女
性
の
社
会
参
画
の
推
進
、
一
夫

多
妻
制
の
廃
止
と
い
っ
た
主
張
が
提
起
さ
れ

て
い
っ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
に
は
、
上
記
の

主
張
の
実
現
に
向
け
て
女
性
団
体
が
多
数
結

成
さ
れ
、
定
期
刊
行
物
の
発
行
に
よ
る
啓
蒙

活
動
な
ど
を
展
開
し
、
女
性
運
動
の
裾
野
を

広
げ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
主
張
を
唱
え
た
女
性
の
中
か

ら
、
自
ら
西
欧
の
思
想
や
技
術
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
女
性
た
ち
に
還
元
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
覚
醒
を
促
す
運
動
を
進
め
よ
う
と
す

る
人
物
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
の
最
初
期
の

女
性
の
ひ
と
り
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

セ
デ
ィ
ー
ゲ
・
ド
ウ
ラ
ト
ア
ー
バ
ー
デ
ィ
ー

（
一
八
八
二
―
一
九
六
一
）で
あ
る
。彼
女
は

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
（
一
九
二
五
―
七
九
）
期

の
イ
ラ
ン
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

た
女
性
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
稿
で

は
こ
の
セ
デ
ィ
ー
ゲ
・
ド
ウ
ラ
ト
ア
ー
バ
ー

デ
ィ
ー
の
生
涯
と
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

　

セ
デ
ィ
ー
ゲ
は
一
八
八
二
年
に
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
の
有
力
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法

学
者
）
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム

的
伝
統
を
重
ん
じ
る
ウ
ラ
マ
ー
の
家
庭
に
育

ち
な
が
ら
も
、
幼
少
時
か
ら
家
庭
教
師
の
下

で
ア
ラ
ビ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
を
学
ぶ

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
異
例
で

あ
っ
た
女
子
教
育
の
機
会
を
得
た
が
ゆ
え

に
、
女
性
の
権
利
や
地
位
の
向
上
に
つ
い
て

　

セ
デ
ィ
ー
ゲ
の
結
婚
生
活
は
自
身
が
望
ん

だ
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
一
九
二
一

年
に
破
綻
を
迎
え
る
。
離
婚
後
に
彼
女
は

テ
ヘ
ラ
ン
に
活
動
拠
点
を
移
し
、
さ
ら
に

一
九
二
三
年
に
は
西
欧
へ
の
留
学
に
旅
立
っ

た
。
当
時
す
で
に
四
〇
代
を
超
え
て
い
た
彼

女
で
は
あ
っ
た
が
、
バ
グ
ダ
ー
ド
、
ア
レ
ッ

ポ
、
ベ
イ
ル
ー
ト
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ベ
ル
リ

ン
を
経
由
し
た
長
旅
の
末
に
パ
リ
に
至
る
。

パ
リ
到
着
後
、ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
入
学
し
、

教
育
学
と
心
理
学
を
学
ぶ
一
方
で
、
国
際
女

性
参
政
権
連
盟
の
会
議
へ
の
参
加
や
、
西
欧

に
て
発
行
さ
れ
て
い
た
ペ
ル
シ
ア
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
定
期
刊
行
物
に
女
性
の
権
利
に
お

け
る
西
欧
の
優
越
性
な
ど
に
関
す
る
記
事
の

寄
稿
を
行
い
、
イ
ラ
ン
女
性
の
覚
醒
を
訴
え

続
け
た
。

　

一
九
二
七
年
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
を
卒
業

し
て
イ
ラ
ン
に
帰
国
し
た
セ
デ
ィ
ー
ゲ
は
、

在
仏
中
に
誕
生
し
た
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
の
初

代
皇
帝
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
九
二
五

―
四
一
）
の
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
禁
止
令
な
ど

一
連
の
女
性
政
策
を
支
持
し
た
。
彼
女
は
教

育
ワ
ク
フ
省
に
職
を
得
て
、
女
性
に
読
み
書

き
や
、
家
政
学
、
衛
生
学
、
女
性
の
権

利
な
ど
を
教
え
る
た
め
の
教
室
を
開

設
し
た
。
一
九
三
五
年
に
は
婦
人
ク
ラ

ブ
な
る
女
性
の
教
育
・
職
業
訓
練
を
行

う
組
織
の
所
長
に
就
任
し
て
い
る
。
ま

　

近
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
女
性
の
権
利
拡
大

運
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
シ
ー
ア
派

の
分
派
で
あ
る
バ
ー
ブ
教
の
指
導
者
の
ひ
と

り
で
あ
っ
た
女
性
、
コ
ッ
ラ
ト
ル
エ
イ
ン

（
一
八
一
四
―
五
二
）
に
よ
る
一
八
四
八
年

の
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
否
定
の
主
張
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
。以
降
、同
国
で
の
女
性
の
権
利
拡
大

運
動
は
、西
欧
の
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
や
、オ
ス

マ
ン
朝
に
お
け
る
女
性
運
動
な
ど
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
、
特
に
立
憲
革
命
（
一
九
〇
五

―
一
一
）以
降
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
立
憲

革
命
か
ら
一
九
二
五
年
の
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝

の
崩
壊
期
ま
で
は
、
女
性
の
活
動
が
あ
る
程

度
許
容
さ
れ
る
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気

が
社
会
の
中
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ

の
背
景
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
運
動
の
中
で

は
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
へ
の
異
議
、
女
子
教
育
の
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と
で
、
三
島
の
実
存
様
式
の
一
端
を
か
い
ま

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
て
い
る
。
時
期
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く

三
島
は
、
七
〇
年
代
の
思
想
状
況
の
中
で
、

自
ら
の
理
念
に
殉
じ
よ
う
と
企
図
し
て
い
た

自
分
の
姿
を
、
安
吾
に
重
ね
て
い
る
。
三
島

に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
自
ら
が
理
想

視
す
る
日
本
文
化
や
国
体
の
実
現
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
彼
の

言
う
「
論
理
的
一
貫
性
」、『
金
閣
寺
』
の
言

葉
で
言
え
ば
、
認
識
と
行
為
の
一
致
に
あ
っ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

日
本
浪
曼
派
の
影
響
下
で
戦
時
中
、
観
念

の
世
界
に
あ
こ
が
れ
つ
つ
現
実
に
対
し
て
無

関
心
の
ま
ま
で
あ
っ
た
三
島
が
、
戦
後
に

な
っ
て
、
そ
れ
を
実
存
上
の
危
機
と
と
ら

え
、
克
服
を
企
図
し
て
い
た
結
果
、
観
念
と

現
実
の
一
致
を
企
図
し
は
じ
め
、
最
終
的
に

坂
口
安
吾
を
評
価
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
意
味
で
三
島
の
政
治
的
活
動
へ

の
傾
斜
は
、
政
治
上
、
文
明
論
上
の
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、

実
存
上
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
手
段
で
も

あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
三
島
は
、
自
ら
が
抱

え
る
実
存
上
の
難
問
に
つ
い
て
理
想
的
解
答

を
体
現
す
る
坂
口
安
吾
を
、
賞
賛
し
た
の
で

は
な
い
か
。
今
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

ど
も
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。
坂
口
安
吾
が
唱

え
た
「
堕
落
」
と
い
う
実
存
様
式
は
、
時
代

に
対
す
る
、
自
ら
の
生
命
を
賭
し
た
抵
抗
で

あ
り
、
そ
の
姿
は
作
家
の
個
性
や
自
我
を
超

え
た
普
遍
的
な
も
の
を
体
現
し
て
い
る
、
三

島
の
安
吾
評
を
要
約
的
に
語
れ
ば
、
こ
の
よ

う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
坂
口
安
吾
の
「
堕
落
論
」
を
一

読
し
た
者
な
ら
ば
、
三
島
の
こ
の
言
葉
に

は
、
と
ま
ど
い
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ

う
。
安
吾
の
「
堕
落
」
と
い
う
生
存
態
度
は
、

徹
底
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
な
実
存
様
式
と
し
て

あ
る
。
そ
こ
で
は
自
身
の
肉
体
や
そ
れ
に
根

を
持
つ
欲
望
の
み
が
唯
一
絶
対
の
真
実
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
を
、
安
吾
は
虚
妄

と
し
て
排
除
し
て
い
る
。「
特
攻
隊
の
勇
士
は

た
だ
幻
影
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
人
間
の
歴
史

は
闇
屋
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
は

な
い
か
」、「
天
皇
も
た
だ
幻
影
で
あ
る
に
す

ぎ
ず
、
た
だ
の
人
間
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
真

ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
い
ん
で
す
よ
、
そ
ん
な

も
の
は
。（
中
略
）
京
都
の
お
寺
か
ら
何

か
ら
み
ん
な
要
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
し

て
た
だ
の
形
の
な
い
も
の
だ
け
を
守
っ
て

い
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
本
土
決

戦
の
思
想
な
ん
だ
よ
ね
、
そ
こ
ま
で
行
っ

ち
ゃ
え
ば
、
つ
ま
り
焦
土
作
戦
だ
ね
。
軍

が
考
え
た
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思

う
ん
だ
。
つ
ま
り
国
民
の
魂
と
い
う
も
の

は
目
に
見
え
な
い
も
の
で
い
い
ん
だ
。 野

村
幸
一
郎
　
本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

三
島
由
紀
夫
と
坂
口
安
吾

作
　
品
　
の
　
ウ
　
チ
　
ソ
　
ト
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三
島
由
紀
夫
は
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
、
伊
藤
整
、
本
多
秋
五
と
行
っ
た
鼎
談
で
、

坂
口
安
吾
に
つ
い
て
、「
ぼ
く
は
芸
術
家
と
し

て
い
ち
ば
ん
尊
敬
す
る
の
は
坂
口
さ
ん
で
す

よ
」と
語
っ
て
い
る
。
三
島
が『
憂
国
』を
発

表
し
た
の
は
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
一

月
で
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
一
一
月
に
は
「
太

陽
と
鉄
」
の
連
載
を
開
始
し
て
い
る
。
天
皇

を
中
心
と
し
た
日
本
文
化
や
国
体
の
復
権
を

す
で
に
志
向
し
は
じ
め
て
い
た
時
期
に
、
三

島
は
坂
口
安
吾
を
最
大
限
、
評
価
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
三
島
は
こ
の
鼎
談
に
お
い
て
、「
安

吾
の
堕
落
に
は
個
性
を
超
え
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
よ
。
論
理
的
一
貫
性
に
す
べ
て
を

賭
け
た
人
で
、
つ
ま
り
時
代
と
一
緒
に
亡
び

る
と
い
う
こ
と
の
ば
か
ば
か
し
さ
を
い
ち
ば

ん
知
っ
て
い
た
の
は
安
吾
で
、
し
か
も
結
果

的
に
は
肉
体
自
体
は
亡
び
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
い
う
生
き
方
で
い
ち
ば
ん
論
理
的

な
の
が
安
吾
の
形
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
け
れ

実
の
天
皇
の
歴
史
が
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な

い
」、
そ
う
語
る
坂
口
安
吾
の
人
間
認
識
、
歴

史
認
識
に
お
い
て
は
、
理
性
以
前
、
意
識
以

前
の
生
得
的
な
生
に
根
を
持
つ
欲
望
・
情
動

の
み
に
人
間
の
実
存
的
本
質
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
安
吾
の
人
間
認
識
や
文

明
観
は
、『
英
霊
の
聲
』
で
「
な
ど
て
す
ろ
め

ぎ
は
人
間
と
な
り
た
ま
ひ
し
」
と
記
し
た
三

島
の
そ
れ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
異
な
る
。
真

逆
の
関
係
に
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。

　

神
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
天
皇
が
終

戦
を
き
っ
か
け
に
人
間
と
し
て
意
識
さ
れ
は

じ
め
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
安
吾
、
戦
時
下
に

あ
っ
て
す
で
に
天
皇
は
人
間
で
あ
り
、
そ
の

事
実
に
深
刻
な
絶
望
を
抱
い
た『
英
霊
の
聲
』

の
青
年
将
校
た
ち
。
天
皇
制
の
問
題
ひ
と
つ

を
と
っ
て
も
、
両
者
の
立
ち
位
置
は
あ
ま
り

に
も
隔
た
り
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
三

島
は
安
吾
を
芸
術
家
と
し
て
も
っ
と
も
尊
敬

し
て
い
る
と
語
る
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

思
考
過
程
を
経
て
三
島
が
安
吾
を
評
価
す
る

に
い
た
っ
た
の
か
、
き
わ
め
て
不
可
解
で
あ

る
。

　

ま
た
、
三
島
が
安
吾
の
思
想
に
同
調
し
て

い
た
形
跡
は
、
石
原
慎
太
郎
と
の
対
談
に
お

け
る
次
の
発
言
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

全
然
形
の
な
い
文
化
を
信
じ
る
と
す
れ

ば
、
目
に
見
え
る
文
化
は
全
部
滅
ぼ
し

　

こ
の
三
島
の
発
言
の
内
、前
半
部
分
は
、明

ら
か
に
安
吾
の
「
日
本
文
化
私
観
」
に
お
け

る
「
法
隆
寺
も
平
等
院
も
焼
け
て
し
ま
っ
て

一
向
に
困
ら
ぬ
。
必
要
な
ら
ば
、
法
隆
寺
を

と
り
こ
わ
し
て
停
車
場
を
つ
く
る
が
い
い
。

我
が
民
族
の
光
輝
あ
る
文
化
や
伝
統
は
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
決
し
て
亡
び
は
し
な
い
の

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
安
吾
の
場
合
、
形
を
も
た
な

い
日
本
文
化
を
「
生
活
の
必
要
」
と
言
い
か

え
て
お
り
、
そ
れ
に
根
を
持
つ
な
ら
ば
西
洋

文
明
の
模
倣
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
日
本
文
化

で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
に
対
し
て
、
三
島
が

語
る
日
本
文
化
、「
国
民
の
魂
」
は
、
形
而
上

学
的
な
民
族
的
価
値
へ
の
覚
醒
と
い
う
語
調

を
内
包
し
て
い
る
。
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
、
あ

る
い
は
本
能
的
、
自
我
中
心
主
義
的
な
安
吾

の
「
日
本
文
化
」
と
比
べ
て
、
三
島
の
語
る

「
日
本
文
化
」
は
き
わ
め
て
観
念
的
、
形
而

上
学
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
島
は

そ
の
安
吾
を
、
芸
術
家
と
し
て
も
っ
と
も
尊

敬
し
て
い
る
、
と
最
大
限
の
賛
辞
を
も
っ
て

賞
賛
す
る
わ
け
で
あ
る
。
三
島
の
言
う
「
国

民
の
魂
」
を
視
座
に
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ

三
島
は
、
安
吾
の
思
想
な
り
日
本
文
化
論
な

り
を
、
徹
底
し
て
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

最
近
、
三
島
由
紀
夫
を
改
め
て
読
み
返
し

て
い
る
私
は
こ
の
矛
盾
を
分
析
し
て
い
く
こ



C
H
R
O
N
O
S

日本の伝統技術を守る
女性の進出

5

歴史遺産とジェンダー

6

村上 裕道
本学文学部歴史遺産学科教授

と
で
あ
っ
た
。
京
都
府
の
現
場
は
、
市
中
が

多
く
比
較
的
環
境
も
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
か

な
り
改
善
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石

清
水
八
幡
宮
摂せ
っ
し
ゃ
と
が
の
お
し
ゃ

社
狩
尾
社
は
、
環
境
条
件
を

整
え
難
い
小
さ
い
現
場
で
あ
っ
た
が
、
覆
屋

内
は
明
る
く
、
私
の
経
験
し
て
い
た
現
場
よ

り
格
段
に
改
善
さ
れ
て
い
た
。

ま
と
め

　

協
会
が
地
位
の
向
上
に
は
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
魅
力
あ
る
職
場
の
改
善
に
は
、
社
会

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
彩
色
技

術
は
、
女
性
率
が
九
割
弱
と
な
る
、
川
面
美

術
研
究
所
の
よ
う
な
会
社
も
出
現
し
て
お

り
、
既
に
女
性
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
業

種
と
な
っ
て
い
る
。
本
業
種
も
課
題
は
後
継

者
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
業
情
報
に
女

性
が
主
と
な
っ
て
い
る
伝
統
技
術
も
あ
る
こ

と
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
今
後
に
期
待
し
た
い
。

は
、
明
治
五
年
か
ら
「
都
を
ど
り
」
等
、
舞

台
背
景
画
の
制
作
活
動
に
取
り
組
ん
だ
野
村

芳
国
・
野
村
芳
光
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
し
て
、

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
教
授
を
務
め
た

入
江
波
光
の
下
で
父
の
川
面
稜
一
が
学
ぶ
。

国
宝
法
隆
寺
障
壁
画
の
複
写
事
業
に
入
江
波

光
が
携
わ
る
際
、
川
面
稜
一
も
助
手
と
し
て

参
加
し
、
文
化
財
建
造
物
の
彩
色
分
野
の
基

を
形
成
す
る
。
後
に
、
文
化
庁
の
国
宝
等
彩

色
の
摸
写
事
業
の
計
画
を
立
案
実
施
す
る
と

と
も
に
、国
宝
等
の
彩
色
修
理
に
取
り
組
み
、

一
九
八
四
年
に
研
究
所
を
設
立
、
二
〇
〇
〇

年
に
娘
の
荒
木
か
お
り
氏
が
代
表
取
締
役
所

長
と
な
り
現
在
に
至
る
。

　

荒
木
氏
は
、
大
学
在
学
中
の
二
一
才
の
時

に
国
宝
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の
障
壁
画
の
摸

写
事
業
に
参
加
、
以
降
、
四
一
年
間
、
建
造

物
彩
色
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。な
お
、

研
究
所
事
業
経
歴
に
よ
れ
ば
、
氏
が
所
長
と

な
っ
て
以
降
で
一
四
七
件
の
修
理
、
制
作
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
所
員
は
、
一
四
名
で
そ
の
内
一
二

名
は
女
性
と
い
う
。
協
会
全
体
で
は
、
漆
塗

り
、
単
色
塗
、
錺
・
金
具
の
分
野
は
現
在
も

ほ
ぼ
男
性
が
占
め
る
が
、
彩
色
分
野
で
は
、

約
六
割
が
女
性
と
い
う
。

　

彩
色
分
野
が
飛
び
ぬ
け
て
女
性
の
占
め
る

割
合
が
多
い
理
由
を
聞
く
と
、
彩
色
事
業
に

就
業
す
る
人
た
ち
は
、
基
本
的
に
日
本
画
を

協
会
正
会
員
が
当
た
っ
て
い
る
。
伝
統
技
術

の
地
位
確
立
が
進
ん
で
き
た
こ
と
が
判
る
。

　

織
田
茉
里
は
、
二
〇
一
九
年
に
研
究
所
へ

入
所
し
た
若
手
で
あ
る
。
滋
賀
県
内
の
美
術

系
大
学
に
入
学
し
、
日
本
画
を
専
攻
し
た
。

就
職
を
考
え
た
際
、
大
学
で
習
っ
て
い
る
技

量
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
資
料
で
は
、
伝
統
技
術
分
野
の

情
報
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
授
業
で
絵
画
修

復
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
力
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
探
し
た
と
い
う
。

　

な
お
、
現
在
の
修
理
現
場
の
環
境
に
つ
い

て
は
、
建
造
物
修
理
技
術
者
の
感
想
と
同
じ

く
、
あ
ま
り
不
満
を
も
っ
て
い
な
い
と
の
こ

設
立
を
嚆こ
う
し矢
と
し
、
二
〇
〇
七
年
に
国
の
選

定
保
存
団
体
に
選
定
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に

一
般
社
団
法
人
に
組
織
替
え
を
行
い
現
在
に

至
る
。
構
成
人
員
は
、
前
記
五
分
野
の
事
業

所
二
一
社
（
正
会
員
）、
技
能
者
（
準
会
員
）

二
二
七
名
で
あ
る

1
。
そ
の
内
、
今
回
報
告

す
る
建
造
物
「
彩
色
」
は
事
業
所
一
一
社
、

技
能
者
五
九
名
を
数
え
る
。

　

な
お
、協
会
は「
技
術
者
の
育
成
及
び
健
全

な
文
化
財
建
造
物
装
飾
修
理
事
業
の
発
展
・

普
及
、
責
任
あ
る
施
工
の
達
成
の
た
め
」
技

能
者
の
研
修
制
度
と
認
定
制
度
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る

2
。

　
「
彩
色
」
部
門
の
研
修
過
程
を
見
る
と
、一

～
三
年
目
に
は
、
概
論
：
文
化
財
行
政
、
文

化
財
保
護
の
歴
史
、
材
料
概
論
、
実
習
：
下

塗
顔
料
の
調
合
、
繧う
ん
げ
ん繝
彩
色

3
文
様
の
摸
写

及
び
見
取
り
図
、
金
箔
・
金
泥
の
扱
い
方
等
、

基
本
的
な
技
量
の
習
得
を
主
と
し
て
い
る
。

四
～
七
年
目
に
は
、
概
論
の
他
、
置
上
彩
色
、

金
箔
上
へ
の
着
彩
実
習
、
伝
統
技
法
の
探
求

と
し
て
、「
腐
れ
胡
粉
」
等
の
作
成
、
関
東
と

関
西
の
技
法
の
違
い
を
習
い
、
技
量
の
向
上

に
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
八
年
～
一
〇
年
目

に
は
、
化
粧
裏
板
へ
の
唐
草
文
様
彩
色
の
作

成
、
復
元
図
の
作
成
と
一
〇
年
で
一
連
の
技

量
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　

荒
木
か
お
り
が
主
宰
す
る
（
有
）
川
面
美

術
研
究
所
（
以
下
、「
研
究
所
」
で
記
す
）

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
付
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」
の

登
録
を
機
会
に
、
伝
統
建
築
技
術
の
分
野
に

お
け
る
女
性
の
進
出
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
「
建
造
物
修
理
」、

「
檜ひ
わ
だ
こ
け
ら
ぶ
き

皮
杮
葺
」に
関
し
て
実
態
を
調
査
し
て
き

た
が
、
本
稿
で
は
、「
建
造
物
装
飾
」
の
内
の

「
彩
色
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　
（
一
社
）
社
寺
建
造
物
美
術
保
存
協
会
（
以

下
、
協
会
で
記
す
。）
は
、「
建
造
物
装
飾
」

選
定
保
存
技
術
の
保
存
団
体
と
し
て
、「
漆
塗

り
」「
彩
色
」「
剥
落
止
め
」「
単
色
塗
」「
錺か
ざ
り・

金
具
」
の
五
分
野
の
保
存
継
承
に
取
り
組
む

団
体
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
の
任
意
団
体
の

1　
『
令
和
五
年
度
社
寺
建
造
物
装
飾
技
術
者
研

修
会
報
告
書
』、
二
〇
二
四
年
三
月
。

2　
『
文
化
財
修
理
の
品
質
向
上
と
新
し
い
技
能

者
資
格
制
度
』（
一
社
）
社
寺
建
造
物
美
術
保

存
技
術
協
会
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
。

3　

社
寺
建
造
物
の
装
飾
等
に
見
ら
れ
る
、
色

の
濃
淡
を
順
に
組
み
合
わ
せ
て
立
体
感
や
彩

色
の
華
や
か
さ
を
表
現
す
る
彩
色
技
法
。

専
攻
す
る
学
生
が
主
で
あ
る
こ
と
、
現
在
、

日
本
画
専
攻
の
学
生
は
ほ
ぼ
女
性
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
女
性
の
比
率
が
高
止
ま
り
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
彩
色
の
仕
事
量
か
ら
比
較
的
収
入

は
厳
し
か
っ
た
た
め
、
男
性
も
何
人
か
入
所

し
た
が
続
か
な
か
っ
た
。
将
来
設
計
が
で
き

な
け
れ
ば
今
後
も
難
し
い
と
思
っ
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
氏
が
協
会
の
会
長
で
あ
っ

た
時
に
一
般
社
団
法
人
化
を
行
っ
て
受
託
を

可
能
と
し
、
そ
の
結
果
、
国
庫
の
支
援
を
受

け
て
研
修
制
度
に
よ
る
技
術
保
証
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
保
存
修
理
事

業
等
で
は
九
九
％
以
上
の
事
業
に
つ
い
て
、

写真①　アトリエで制作に励む荒木かおり氏
現在も大作に取り組みつつ、全体事業の調整も
実施する超多忙な毎日を送る

写真②　石清水八幡宮　摂
せっしゃとがのおしゃ

社狩尾社の修復事業に取り組
む織田茉里さん
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G・ドレが1872年に刊行した画集『ロンドン巡礼』の中の
「Over London by Rail」より。
住宅の上を通る機関車からのばい煙による大気汚染のな
か隙間なく家々が建て込み、複数家族が同居し合い上水
用の樽も不衛生という状況が示されている。

松
浦
　
京
子

京
都
橘
大
学
名
誉
教
授

51
●
連
載
●
イ
ギ
リ
ス
女
性
生
活
誌

教
え
広
め
ら
れ
る
べ
き
価
値
観

と
し
て
の「
衛
生
思
想
」

り
、
彼
女
た
ち
を
対
象
と
し
た
平
易
で
面
白

い
内
容
の
小
冊
子
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い

た
。ま
た
、配
布
す
る
だ
け
で
は
読
ま
れ
な
い

こ
と
も
理
解
し
、
労
働
者
家
庭
に
赴
い
て
そ

の
内
容
を
直
接
伝
え
、
実
践
す
る
こ
と
の
で

き
る
存
在
、
労
働
者
家
庭
の
女
性
の
教
導
者

と
な
り
う
る
存
在
を
不
可
欠
と
み
て
重
視
し

た
。
奇
し
く
も
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
結
成
は
バ
イ
ブ
ル

ウ
ー
マ
ン
の
活
動
開
始
と
同
年
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
Ｌ
Ｓ
Ａ
は
小
冊
子
を
聖
職
者
、
そ

し
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ヴ
ィ
ジ
タ
ー
や
マ

ザ
ー
ズ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
主
宰
者
な
ど
貧
民

の
間
で
活
動
す
る
中
流
階
級
女
性
、
組
織
に

提
供
し
つ
つ
、
年
次
報
告
に
お
い
て
は
特
に

バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
に
言
及
し
、
彼
女
た
ち

に
よ
る
配
布
や
販
売
を
「
衛
生
思
想
」
浸
透

の
有
効
例
と
し
て
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
最
初
期
に
刊
行
さ
れ
長
く
発

行
さ
れ
つ
づ
け
た
『
安
上
が
り
の
医
師
、
そ

れ
は
新
鮮
な
空
気
』
と
い
う
本
文
８
頁
の
小

冊
子
が
あ
る
。
内
容
は
村
の
女
教
師
が
病
欠

れ
て
い
た
改
革
推
進
を
掲
げ
る
篤
志
組
織

が
、
労
働
者
階
級
を
意
識
し
た
衛
生
知
識
の

普
及
活
動
に
着
手
は
し
た
も
の
の
、
学
校
教

育
を
通
じ
て
の
啓
発
経
路
は
未
だ
存
在
し
て

お
ら
ず
、「
衛
生
思
想
」
の
共
有
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
、
一
八
五
七
年
、
家
庭
の
衛
生
状
況

に
大
き
く
関
わ
る
女
性
を
特
に
啓
蒙
対
象
と

す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。「
我
が
国
に
見
ら
れ

る
低
い
身
体
状
況
の
主
た
る
原
因
は
『
健
康

法
則
』
に
対
す
る
無
知
で
あ
る
と
確
信
し
こ

れ
の
重
要
部
分
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る
た
め

に
」
と
い
う
設
立
趣
意
の
も
と
、
そ
の
名
も

「
衛
生
知
識
普
及
婦
人
協
会
」な
る
篤
志
組
織

が
ロ
ン
ド
ン
に
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
衛
生
知
識
普
及
婦
人
協
会
」
は
二
年
後

に
「
婦
人
衛
生
協
会Ladies' Sanitary 

A
ssociation

（
以
後
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
と
略
）」
に
改

称
し
、
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
「
衛
生
思
想
」

に
関
わ
る
知
識
・
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
小
冊

子
の
発
行
と
配
布
を
中
核
と
す
る
活
動
を

　

一
九
世
紀
の
労
働
者
階
級
の
「
レ
ジ
ェ
ン

ド
・
ウ
ー
マ
ン
」
の
活
躍
を
語
る
た
め
に
注

目
し
た
の
が
、
伝
道
組
織
に
雇
用
さ
れ
貧
民

の
た
め
に
活
動
し
た
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
で

あ
る
。
彼
女
た
ち
は
前
回
述
べ
た
よ
う
に

「（
二
つ
の
階
級
を
つ
な
ぐ
）
ミ
ッ
シ
ン
グ
・

リ
ン
ク
」
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
中
流

階
級
が
価
値
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
労
働
者

階
級
女
性
に
も
広
め
る
教
導
者
的
役
割
を

担
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
教
導
内
容
に

は
信
仰
の
た
め
の
教
え
に
加
え
て
新
た
な
価

値
観
、知
識
も
含
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

衛
生
的
で
あ
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
「
衛
生

思
想
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
一
九
世
紀
と
い
う
時
代
に
規
定
さ

れ
創
生
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
産
業
革
命
後

の
繁
栄
を
謳
歌
す
る
一
方
で
、
急
激
に
進
ん

だ
工
業
化
、
都
市
化
が
も
た
ら
し
た
混
乱
と

い
う
べ
き
生
活
環
境
の
劣
悪
化
、
都
市
的
貧

困
の
堆
積
、
退
廃
、
そ
し
て
感
染
症
の
頻
発

し
て
い
る
教
え
子
の
家
を
訪
ね
、
閉
じ
ら
れ

た
ま
ま
の
窓
を
開
け「
新
鮮
な
空
気
と
日
光
」

を
部
屋
に
取
り
込
む
こ
と
で
そ
の
効
用
を
納

得
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
換
気
の
重

要
性
の
強
調
な
ど
衛
生
知
識
と
い
う
に
は
あ

ま
り
に
初
歩
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

も
一
九
世
紀
半
ば
は
、
細
菌
に
関
す
る
知
見

も
発
展
段
階
で
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
は
知
ら
れ
て

も
お
ら
ず
、「
衛
生
的
で
あ
る
」
と
い
っ
て

も
ご
く
基
本
的
な
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
今
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
」
を
ま
ず
は
教
え
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
な
お
か
つ
難
し
く
も
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
小
冊
子
の
内
容
を
な

ぞ
っ
て
語
り
聞
か
せ
、
ま
た
実
践
し
て
み
せ

る
こ
と
が
で
き
る
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
、
す
な
わ

ち
聖
書
販
売
を
通
じ
て
の
伝
道
者
で
も
あ
る

彼
女
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
相
応
し
い
と
い
う
面

も
存
在
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
衛
生
的
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
精
神
と
身
体
の
健
全
に

関
わ
る
」
と
い
う
「
衛
生
思
想
」
に
は
「
清

潔
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
敬
神
で
あ
る

Cleanliness is Godliness

」
と
い
う
価
値

認
識
が
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
も
含
め
て
、
次
回
で
バ
イ
ブ

ル
ウ
ー
マ
ン
に
よ
る
小
冊
子
を
使
っ
た
「
衛

生
思
想
」、
価
値
観
の
伝
達
内
容
に
つ
い
て

触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

続
け
た
。
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
の
中
心
は
、

一
九
世
紀
半
ば
の
衛
生
改
革
に
医
学
、行
政
、

政
策
立
案
の
面
で
関
わ
っ
て
い
た
人
物
の
妻

た
ち
で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
初
期
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
の
代
表
格
の
一
人
で
あ
っ
た
Ｂ
・
Ｒ
・

パ
ー
ク
ス
も
含
ま
れ
る
な
ど
、
中
流
階
級
女

性
の
公
的
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
の
事
例
に

あ
た
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
の
長
女
に
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
太
子

妃
（
後
の
ド
イ
ツ
帝
国
皇
后
、
皇
太
后
）
を

筆
頭
に
女
性
王
侯
貴
族
ら
が
パ
ト
ロ
ン
に
名

を
連
ね
、
各
年
次
大
会
の
議
長
や
基
調
講
演

者
を
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
爵
な
ど
錚
々
た
る
紳

士
貴
顕
が
務
め
、
各
種
の
専
門
雑
誌
に
お
い

て
も
た
び
た
び
そ
の
活
動
が
言
及
さ
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
注
目
度
の
高
さ
は
、
衛
生
改

革
の
推
進
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
社
会
に
お
け
る
「
衛
生
思
想
」
の
普
及
、

す
な
わ
ち
衛
生
観
念
の
定
着
が
不
可
欠
で
あ

る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
と

り
わ
け
Ｌ
Ｓ
Ａ
が
発
行
す
る
小
冊
子
の
多
く

が
労
働
者
家
庭
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
内
容
で
あ
り
、
な
お
か
つ
実
際
に
彼
女
た

ち
の
目
に
触
れ
、
耳
に
届
く
も
の
と
な
っ
た

こ
と
が
大
き
く
意
味
を
も
っ
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。

　

Ｌ
Ｓ
Ａ
は
結
成
当
初
か
ら
、「
労
働
者
階
級

女
性
こ
そ
が
も
っ
と
も
衛
生
知
識
を
必
要
と

す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
伝
え
教
え
る

の
は
最
も
難
し
い
」
と
の
認
識
を
示
し
て
お

や
乳
幼
児
死
亡
率
の
高
さ
に
象
徴
さ
れ
る
民

衆
の
低
い
健
康
状
態
な
ど
が
、
中
流
階
級
以

上
に
よ
っ
て
社
会
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
医
学
な

ど
の
近
代
諸
科
学
の
発
達
を
背
景
に
、
こ
う

し
た
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
が
模
索

さ
れ
、
提
言
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
も
い
っ
た
。

そ
れ
ら
対
策
の
一
つ
が
衛
生
改
革
で
あ
り
、

公
衆
衛
生
関
連
の
法
規
や
行
政
官
の
設
置
に

加
え
て
下
水
道
の
整
備
な
ど
の
環
境
衛
生
が

進
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ

は
新
た
な
価
値
観
の
形
成
を
伴
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
「
衛
生
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は

精
神
と
身
体
の
健
全
に
関
わ
る
重
要
事
」
と

い
う
「
衛
生
思
想
」
を
生
み
出
し
て
も
い
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ

の
思
想
は
、

当
然
な
が
ら

上
記
の
諸
課

題
へ
の
対
応

と
し
て
労
働

者
階
級
に
も

共
有
さ
れ
る

べ
き
も
の
と

さ
れ
た
。

　

し
か
し
、

一
九
世
紀
前

半
か
ら
都
市

部
で
結
成
さ

第　　 　　　回
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の
の
、
一
九
一
九
年
二
月
に
退
き
、
三
月
の

ロ
ー
ヤ
ル
館
で
の
《
ボ
ッ
カ
チ
オ
》
公
演
の

の
ち
引
退
し
ま
す
。『
オ
ペ
ラ
』一
九
一
九
年

五
月
号
の
「
舞
台
を
引
い
て
」
と
い
う
文
章

で
は
、「
芝
居
に
二
ツ
三
ツ
の
歌
を
入
れ
ゝ
ば

そ
れ
で
オ
ペ
ラ
、
ど
ん
な
声
を
出
し
て
歌
お

う
と
も
か
ま
わ
な
い
芝
居
本
位
の
オ
ペ
ラ
」

を
嫌
と
思
う
と
歌
え
ず
、
勉
強
し
た
く
な
っ

た
と
語
り
、
再
び
渡
米
し
ま
す
。
オ
ペ
レ
ッ

タ
を
簡
略
化
し
た
浅
草
オ
ペ
ラ
は
人
気
を
博

し
ま
し
た
が
、
演
芸
場
を
改
築
し
た
小
屋
に

不
完
全
な
舞
台
装
置
を
用
い
、
興
行
期
間
が

短
く
て
練
習
時
間
も
取
れ
な
い
よ
う
な
状
況

で
、
レ
ヴ
ェ
ル
は
低
く
、
劇
団
員
の
離
合
集

散
も
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
で
し
た
。
海
外
で

原
が
見
た
オ
ペ
ラ
と
は
あ
ま
り
に
異
な
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

第
一
次
大
戦
後
に
は
、
復
興
が
遅
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
オ
ペ
ラ
団
が
来
日
し
、
本

格
的
な
オ
ペ
ラ
を
聴
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
浅
草
オ
ペ
ラ
は
戦
後
の
不
景
気
で
衰
退

し
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
を
は

じ
め
と
す
る
歌
手
が
録
音
し
た
通
俗
的
な
オ

ペ
レ
ッ
タ
の
ア
リ
ア
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
巷

に
流
れ
、
西
洋
音
楽
を
大
衆
化
す
る
こ
と
に

貢
献
し
た
の
で
す
。 

（
以
下
次
号
）

れ
を
引
き
継
い
で
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
の
上
演

を
目
ざ
し
た
ロ
ー
シ
ー
・
オ
ペ
ラ
は
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
オ
ペ
ラ
は
意
外
な
場
所

で
花
開
き
ま
す
。
今
回
は
、
浅
草
オ
ペ
ラ
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ロ
ー
シ
ー
・
オ
ペ
ラ
か
ら
離
れ
た
原
は
、浅

草
の
観
音
劇
場
を
経
営
し
て
い
た
喜
劇
役
者

の
曾そ
が
の
や
ご
く
ろ
う

我
廼
家
五
九
郎
か
ら
頼
ま
れ
て
原
信
子

一
座
を
立
ち
上
げ
、
一
九
一
八
年
三
月
か
ら

出
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
第
一
作
の
新

聞
広
告
に
は
、
原
信
子
改
作
喜
歌
劇
《
ア
ル

カ
ン
タ
ラ
の
医
師
》
と
し
て
、
原
が
座
員
と

会
社
の
切
な
る
望
で
観
音
劇
場
の
人
と
な
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
よ
り
浅
草
公
園
六
区
は
、
見
世
物

小
屋
や
演
芸
場
が
立
ち
並
び
、
映
画
や
芝

居
、
講
談
、
曲
芸
な
ど
が
行
わ
れ
る
有
数
の

歓
楽
街
で
し
た
。
浅
草
オ
ペ
ラ
は
、
ア
メ
リ

カ
帰
り
の
ト
ー
ダ
ン
ス
の
踊
子
、
高
木
徳
子

が
一
九
一
七
年
一
月
に
浅
草
の
常
盤
座
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
《
女
軍
出
征
》
を
演
じ
て
大

人
気
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
他
館
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
一
次
大
戦
の
戦

需
に
よ
る
好
景
気
で
、
輸
入
映
画
を
見
て
西

洋
の
風
俗
に
慣
れ
つ
つ
あ
っ
た
大
衆
が
、
西

洋
の
演
芸
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

谷
崎
潤
一
郎
は
『
東
京
を
お
も
ふ
』
と
い

う
随
筆
で
、
大
正
八
、九
年
頃
は
、
ま
だ
女
学

生
も
海
老
茶
の
袴
を
穿
い
て
い
る
よ
う
な
時

律
動
的
音
響
に
よ
っ
て
直
接
的
な
官
能
的
刺

激
を
与
え
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
正
統
派
の

評
論
家
か
ら
は
眉
唾
物
の
浅
草
オ
ペ
ラ
で
し

た
が
、
西
洋
音
楽
を
用
い
て
、
洋
装
で
体
の

輪
郭
を
露
わ
に
し
た
女
優
を
近
く
で
観
ら
れ

る
大
衆
向
き
の
出
し
物
と
料
金
設
定
で
、
若

者
を
中
心
に
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
明
治
時

代
の
娘
義
太
夫
に
夢
中
に
な
り
、
物
語
が
佳

境
に
入
る
と
「
ど
う
す
る
ど
う
す
る
」
と
声

を
か
け
た
堂ど
う
す
る
れ
ん

摺
連
に
代
っ
て
、
熱
狂
的
に
女

優
を
応
援
し
た
り
、
追
い
か
け
た
り
す
る
青

年
た
ち
が
現
わ
れ
、「
オ
ペ
ラ
ご
ろ
つ
き
」
の

略
で
「
ペ
ラ
ゴ
ロ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
川
端
康
成
ら
も
含
ま
れ
て
い
て
、

彼
ら
が
大
正
ロ
マ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
、
自
由

な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

常
に
外
国
の
名
作
オ
ペ
ラ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ

を
取
り
上
げ
て
い
た
原
は
、
一
九
一
八
年
五

月
に
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
《
サ
ロ
メ
》
を
原

語
上
演
し
ま
す
。《
サ
ロ
メ
》
は
、
当
時
最

新
の
刺
激
的
な
オ
ペ
ラ
で
し
た
。
朝
日
新
聞

一
九
一
八
年
三
月
六
日
に
は
、「《
ア
ル
カ
ン

タ
ラ
の
医
師
》
で
信
子
が
盛
ん
に
咽
喉
を
聞

か
せ
る
が
場
所
柄
と
し
て
脚
本
は
ま
だ
程
度

が
高
過
る
」、同
五
月
一
一
日
に
は
、「
歌
劇
と

し
て
の
サ
ロ
メ
は
日
本
で
は
皮
切
り
だ
け
に

大
分
忠
実
に
演
出
し
て
い
た
」
と
い
う
評
が

見
ら
れ
ま
す
。
原
は
一
〇
月
か
ら
駒
形
劇
場

で
清
水
金
太
郎
ら
と
の
合
同
公
演
を
行
う
も

訳
上
演
を
中
心
に
作
品
の
改
変
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
赤
坂
と
い
う
場
所
柄
、
観
客
に
は
外

国
人
が
多
く
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
の
オ
ッ

フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
《
天
国
と
地
獄
》
の
初
日
は
、

各
国
の
大
使
が
着
飾
っ
た
夫
人
と
と
も
に
馬

車
で
来
場
す
る
華
や
か
な
も
の
で
し
た
。

　

原
は
一
九
一
七
年
一
〇
月
に
マ
ス
カ
ー
ニ

《
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
》
を
初

演
し
、
こ
れ
は
初
の
オ
ペ
ラ
全
曲
原
語
上
演

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、同
年
一
一
月
の《
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
》
初
演
後
、
原
は
ロ
ー

ヤ
ル
館
を
去
り
、
清
水
も
一
二
月
で
脱
退
し

ま
す
。
後
に
原
は
、
多
額
な
専
属
料
の
他
に

出
演
料
ま
で
出
た
帝
劇
と
は
異
な
り
、
ロ
ー

ヤ
ル
館
で
は
衣
装
は
ほ
と
ん
ど
帝
劇
か
ら
借

り
、
緞
帳
も
ミ
シ
ン
で
作
っ
た
と
語
っ
て
い

ま
す
。
文
芸
・
音
楽
評
論
家
の
河
上
徹
太
郎

は
『
私
の
修
学
時
代
』
で
、「
オ
ペ
ラ
で
は
、

赤
坂
見
附
の
ロ
ー
ヤ
ル
館
で
原
信
子
の
ボ
ッ

カ
チ
オ
を
見
た
の
が
最
初
だ
っ
た
が
、
当
時

私
は
こ
ん
な
精
妙
な
芸
術
形
式
が
存
在
す
る

と
は
、夢
の
よ
う
な
奇
蹟
に
思
え
た
。［
中
略
］

然
し
開
幕
の
頃
の
客
の
数
は
、
如
何
に
貧
弱

な
こ
ゝ
の
コ
ー
ラ
ス
の
人
数
に
も
及
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
」と
証
言
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、
本
場
を
志
向
し
た
も
の
の
客
の
入
り

が
悪
く
、
金
銭
的
苦
境
が
続
い
た
ロ
ー
シ
ー

は
、
一
九
一
八
年
二
月
に
渡
米
し
ま
す
。

　

富
裕
層
や
外
国
の
賓
客
向
け
に
歌
舞
伎
と

一
緒
に
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
た
帝
劇
と
、
そ

代
で
、
映
画
を
見
る
よ
り
外
に
楽
し
み
が
な

く
、「
外
国
の
ス
タ
ア
の
肉
体
と
服
装
と
を
備

え
た
よ
う
な
婦
人
」
を
求
め
、「
そ
れ
に
似
た

も
の
を
見
る
た
め
に
し
ば
し
ば
金
龍
館
や
日

本
館
や
観
音
劇
場
の
オ
ペ
ラ
へ
行
っ
た
。
そ

し
て
あ
の
頃
の
原
信
子
や
、［
中
略
］
石
井
小

浪
嬢
の
舞
台
姿
を
眺
め
て
、
幾
分
か
渇
を
癒

や
し
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
の
河
上
も
、
一
中
時
代
に
校
禁
を
犯
し
て

浅
草
で
活
動
（
写
真
）
や
オ
ペ
ラ
を
見
た
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

谷
崎
の
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
映
画

か
ら
西
洋
文
化
に
憧
れ
た
大
衆
は
、
高
尚
な

芸
術
よ
り
も
わ
か
り
や
す
さ
を
求
め
て
お

り
、
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
必
要
で

し
た
。
浅
草
オ
ペ
ラ
で
は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
や

オ
ペ
ラ
、
少
女
歌
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
喜

劇
、
バ
レ
エ
な
ど
三
種
か
ら
五
種
の
出
し
物

が
昼
夜
二
回
、
一
〇
日
毎
に
入
れ
替
え
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

音
楽
評
論
家
の
堀
内
敬
三
も
、
浅
草
の

歌
劇
は
、
人

体
の
輪
郭
を

露
呈
す
る
洋

風
舞
台
衣
装

と
、
色
彩
の

強
烈
な
洋
風

舞
台
脂
粉

と
、
圧
倒
的

に
氾
濫
す
る

　

帝
劇
オ
ペ
ラ
の
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
原
信
子

（
一
八
九
三
―
一
九
七
九
）の
そ
の
後
の
活
動

を
辿
っ
て
い
き
ま
す
。
開
場
か
ら
わ
ず
か
五

年
後
の
一
九
一
六
年
に
、
初
の
西
洋
式
劇
場

で
あ
る
帝
劇
の
歌
劇
部
（
洋
劇
部
）
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
指
導
者
の
イ
タ
リ
ア
人
ロ
ー

シ
ー
は
、
赤
坂
見
附
の
映
画
館
を
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
風
に
改
装
し
て
ロ
ー
ヤ
ル
館

と
名
付
け
、
原
は
清
水
金
太
郎
夫
妻
ら
と
と

と
も
に
、ロ
ー
シ
ー
と
活
動
を
続
け
ま
す
。定

員
五
〇
〇
名
の
日
本
最
初
の
オ
ペ
ラ
専
門
劇

場
の
ロ
ー
ヤ
ル
館
は
、
午
後
七
時
半
開
演
の

一
日
一
回
公
演
で
毎
月
二
〇
日
ま
た
は
二
五

日
間
の
興
行
で
し
た
。
演
者
と
コ
ー
ラ
ス
を

合
わ
せ
て
三
〇
名
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
一
四

名
と
い
う
編
成
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
翻

【
主
要
参
考
文
献
】

中
野
正
昭
『
ロ
ー
シ
ー
・
オ
ペ
ラ
と
浅
草
オ
ペ
ラ
』
森

話
社
、
二
〇
二
二
年
。

堀
内
敬
三
『
音
楽
五
十
年
史
』
鱒
書
房
、一
九
四
二
年
。

C
H
R
O
N
O
S

原信子
（出典：『オペラ』1919年5月号）



な
ど
し
て
日
記
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
背
景
か
ら
、
女
性
側
の
視
点
も
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
儀
式
・
政
務
体

系
を
築
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
さ
れ
、
大
変
興
味
深
い
考
察
だ
と
思
っ

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各

講
演
に
て
時
間
制
限
に
よ
り
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
箇
所
の
補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

　

福
嶋
氏
は
、紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
の

「
柏
木
」で
白
楽
天
の
詩
を
引
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
か
ら
紫
式
部
は
知
識
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
奥
行
き
を
も
っ
て
漢

詩
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

と
述
べ
た
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
舞
台

の
一
部
は
「
宇
治
」
で
あ
る
が
、
し
っ
か

り
と
宇
治
の
歴
史
や
背
景
を
踏
ま
え
た
上

で
物
語
を
作
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。 

　

増
渕
氏
は
、『
紫
式
部
日
記
』
は
新
し
い

儀
式
や
政
務
日
記
を
記
す
た
め
に
執
筆
さ

れ
た
儀
式
書
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
述
べ
た
。
ま
た
、
紫
式
部
が
女
房
に
抜

擢
さ
れ
た
の
は
彼
女
の
能
力
が
道
長
に
買

わ
れ
た
か
ら
と
考
え
、
紫
式
部
が
女
房
勤

め
に
出
た
こ
と
に
よ
り
、
父
で
あ
る
藤
原

為
時
も
道
長
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
と
述
べ
た
。

　

女
性
史
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。

や
道
長
主
体
の
新
儀
式
形
態
を
成
立
さ
せ

る
た
め
の
記
録
係
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
付
け
た
。

　

最
後
に
松
村
氏
は
、
京
都
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
・
観
光
都
市
・
三
角
形
街
区
と
い
っ

た
現
在
の
宇
治
市
の
特
徴
は
紫
式
部
の
生

き
た
平
安
時
代
よ
り
受
け
継
が
れ
た
“
ま

ち
の
記
憶
”
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ま
た
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
始
め

と
す
る
平
安
時
代
の
文
化
を
伝
承
す
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

以
上
の
講
演
と
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
会
場
か
ら

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は

の
記
述
か
ら
伺
え
る
紫
式
部
の
心
情
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
た
。
紫
式
部
は
幼
少
期
か

ら
文
才
に
優
れ
て
お
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』

で
は
藤
原
斉
信
か
ら
届
い
た
漢
詩
の
一
部

に
続
き
の
詩
を
和
歌
で
書
い
て
返
し
た
と

い
う
稀
有
な
才
能
が
う
か
が
え
る
。
紫
式

部
が
綴
っ
た
日
記
の
記
述
か
ら
、
周
囲
か

ら
心
理
的
に
隔
絶
し
自
分
の
将
来
や
現
状

を
憂
う
紫
式
部
の
気
持
ち
こ
そ
彼
女
の
作

家
と
し
て
の
心
眼
で
あ
り
彼
女
の
世
界
観

で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
た
。 

　

福
嶋
氏
の
話
か
ら
、
紫
式
部
が
社
会
的

評
価
に
囚
わ
れ
ず
他
者
と
は
異
な
る
視
点

で
物
事
を
観
察
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
『
源

氏
物
語
』
の
よ
う
な
作
品
を
書
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
日
記
か
ら
垣
間
見
え
る
紫
式

部
の
心
情
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
く
感

じ
た
。

　

次
に
増
渕
氏
が
、
紫
式
部
の
よ
う
な
中

下
級
貴
族
出
身
の
女
房
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
た
。

　
『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
の
資
料
に
よ
る

と
、
女
房
集
団
の
人
数
は
総
勢
四
〇
人
程

度
で
、
自
身
の
女
房
集
団
と
母
方
か
ら
の

援
助
集
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
母
系
で

継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
増
渕
氏
は
、『
紫
式
部
日
記
』
が
執

筆
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
同
時
期
に
道

長
が
藤
原
行
成
に
『
九
暦
』
を
写
さ
せ
る

①
「
著
者
・
紫
式
部
と
宇
治
」

本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
四
回
生

 

平
岡 

ゆ
か
り

　

今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
平
安

時
代
に
活
躍
し
た
紫
式
部
を
取
り
巻
い
て

い
た
女
房
の
働
き
に
つ
い
て
、
福
嶋
氏
、

増
渕
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
『
源

氏
物
語
』
の
舞
台
で
あ
る
宇
治
の
文
化
に

つ
い
て
、松
村
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

初
め
に
福
嶋
氏
は
、『
紫
式
部
日
記
』

な
ど
に
見
ら
れ
る
他
者
を
自
己
視
し
た
う

え
で
の
悲
観
的
な
表
現
か
ら
、
紫
式
部
の

宮
仕
え
が
必
ず
し
も
幸
福
な
だ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
、
周
囲
と
異
な
る
も
の
に
対

す
る
観
察
力
や
共
感
力
を
持
っ
た
女
性
で

あ
っ
た
と
示
し
た
。
ま
た
斎
院
づ
き
女
房

へ
の
反
発
や
同
僚
で
あ
る
中
宮
彰
子
の
女

房
達
へ
の
評
価
、
清
少
納
言
へ
の
批
判
を

取
り
上
げ
、
自
分
た
ち
に
は
で
き
な
い
思

慮
や
機
転
を
評
価
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

周
囲
の
女
房
ら
に
対
す
る
対
抗
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。

　

次
に
増
渕
氏
は
、
通
常
の
女
房
が
上
級

貴
族
や
后
の
実
家
の
職
員
を
始
め
と
す
る

中
下
級
貴
族
の
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
紫
式
部
が
こ
れ
ら
の
構
成

原
理
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
し
た
。
そ
こ

か
ら
、
紫
式
部
は
個
人
の
学
問
的
能
力
を

評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
彰
子
派
閥
の
発
展

特
に
質
問
が
多

か
っ
た
、
宇
治

地
域
と
『
源
氏

物
語
』
の
関
わ

り
に
つ
い
て
一

つ
取
り
上
げ

る
。『
源
氏
物

語
』
に
お
け
る

光
源
氏
と
八
の

宮
の
別
荘
の
モ

デ
ル
と
さ
れ
る

の
が
、
藤
原
氏

の
建
立
し
た
平

等
院
と
そ
の
鎮

守
社
と
さ
れ
る

宇
治
神
社
で
あ
る
。
宇
治
神
社
の
祭
神
の

菟う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ

道
稚
郎
子
命
は
皇
位
を
兄
と
譲
り
合
っ

た
末
に
自
死
し
た
皇
子
で
あ
り
、
異
母
兄

の
光
源
氏
と
の
権
力
争
い
に
か
つ
ぎ
だ
さ

れ
た
末
に
隠
遁
し
た
八
の
宮
と
共
通
す
る

要
素
が
あ
る
。
当
時
の
宇
治
地
域
が
貴
族

の
別
荘
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
紫
式
部
は
作
品
の
モ
デ
ル
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

◇

②
「
紫
式
部
の
視
た
世
界
」

本
学
文
学
部
歴
史
学
科
四
回
生

浅
倉 

菜
那
／
合
田 

春
香
／
田
中 

か
れ
ん

　

は
じ
め
に
、福
嶋
氏
が
『
紫
式
部
日
記
』
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女性歴史文化研究所 第31回シンポジウム参加報告

紫式部と女房の時代

●日　　時：2024 年 6 月 15 日（土）１３：００〜１６：３０
●会　　場：キャンパスプラザ京都
●講　　師：福嶋 昭治（園田学園女子大学名誉教授／元京都橘大学文学部教授）
　　　　　　 「紫式部の宮仕え」
　　　　　　増渕 徹（和歌山県立紀伊風土記の丘館長／京都橘大学名誉教授）
　　　　　　 「中下級貴族出身の女房たち」
●コメンテーター：松村 淳子（宇治市長）
　　　　　　 「まちの記憶を未来につなぐ　～かいまみる、平安時代の宇治～」
●司会・コーディネーター：野村 倫子（本学文学部日本語日本文学科教授）
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LIME 通信
　今年７月に新紙幣の流通が始まり、渋沢栄一の
一万円札、津田梅子の五千円札、北里柴三郎の千
円札にも馴染んできた頃ではないでしょうか。世
界初の3D肖像が回転する最先端技術など、新しい
お札は150年以上培った日本の偽造防止技術の結
晶といわれています。
　歴史を紐解くと女性が肖像に採用された例はめ
ずらしく、1881（明治14）年に神功皇后（実在は疑
問視されています）が初の肖像入り政府紙幣とし
てデザインされた後、120年ほどあいて前回2004
年発行の樋口一葉の五千円札、そして今回の津田
梅子とようやく３人目となりました。
　女性が少ない理由には偽造防止や印刷技術の関
係もあったと言われ、直ちに男女不平等とはいえ

ないものの、女性肖像の裏面に動物や風景ではな
く花がモチーフに使用されているあたり、ジェン
ダーロールに対する固定観念をぬぐい切れませ
ん。実際、新紙幣の図柄に採用された「藤の花」
には女性らしさを象徴する花言葉が多く、謙虚さ
や奥ゆかしさを連想させます。
　津田梅子は女子英学塾（現・津田塾大学）の創
設など近代的な女子高等教育に尽した人物です。
我が国のジェンダー・ギャップ指数の低迷（2024
年6月発表：118位／ 146か国）からの脱却を期待し、
新しいお札の顔に女子教育の変革を担った先駆者
である津田梅子を採用したのであれば、女性をエ
ンパワーメントするメッセージとして前向きに捉
えたいものです。 （西野）

れる対象であり、
身体とともに女ら
しさが規定されて
きた。いまなおそ
うした枠組みから
抜け出すのは難し
いときがある。　
はたして、わたしの「身体」はいつからわたしの
ものなのだろうか。わたしたちは自身の「身体」
をほんとうに手にしているのだろうか。こうした

「身体」のあり方をめぐる学術的な議論については、
女性歴史文化研究所が2018年に刊行した『身体
はだれのものか―比較史でみる装いとケア』＊も
ぜひ参考にしてほしい。フェミニズム運動のなかで
女性たちが獲得してきた性や身体の自己決定権が
世界で揺れ続けているなか、改めて自身の「身体」
を見つめる大切さを忘れないようにしたい。
＊ 『身体はだれのものか―比較史でみる装いとケア』（南直人・北

山晴一・日比野英子・田端泰子 編／昭和堂）。女性歴史文化研
究所第 12 プロジェクト「装いと身体の歴史」の研究成果とし
て出版された。

 ● 新刊紹介

　本書は17人の書き手が「身体」をテーマとして
記した作品集である。錚

そうそう

々たるメンバーの職業は
いずれも小説家、美術作家、漫画家などとさまざ
まだが、自身の「身体」との向き合い方もまた多
様である。ある人は性の目覚めについて振り返り、
ある人は出産の体験を語る。
　わたしたちは自身の「身体」について問われた
とき、一体何を思い浮かべるだろうか。体型の悩
み、身にまとうファッション、あるいは病気かも
しれない。だが、「身体」について考えるとき、
そこには「性」が絡んでくる。とくに女性の身体
には、月経や妊娠、出産といった大きな変化がし
ばしばつきまとう。しかし、女性が自身の「身体」
やそれに関わる「性」について赤裸々に語るのは
タブー視されてきた。筆者の一人である柴崎友香
は、「女性が自らの身体や性について自分の言葉
で語ることは長らく抑圧されてきたが、一方で、
身体や性について説明や理由を求められるのも、
女性や性的マイノリティ側である」と記す。
　歴史のなかで女性の「身体」は男性たちから見ら

『私の身体を生きる』
西加奈子・村田沙耶香・柴崎友香 他著　文藝春秋　2024年5月刊
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